
 

 
 

公安委員会定例会議(第21回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和７年８月27日(水) 

午後２時10分 ～ 午後４時42分 

 

第２ 出席者 佐伯委員長、五葉委員、小野委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官、生活安全部長、 

刑事部長、交通部長、警備部長、警察学校長、情報通信部長 

総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 決裁事項 

⑴  公安委員会定例会議会議録 

  総務室から、令和７年第20回公安委員会定例会議会議録について伺い

があり了承した。 

⑵   審査請求に係る裁決 

 警務部から、審査請求に係る裁決について伺いがあり了承した。 

⑶  禁止命令等実施結果 

生活安全部から、禁止命令等実施結果について伺いがあり了承した。 

⑷  警察職員等の援助要求 

警備部から、警察職員等の援助要求について伺いがあり了承した。 

⑸  運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞 

     交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果に

ついて報告があり、審議の結果、22件の行政処分の決定について伺い

があり了承した。 

     

 ２ 報告事項 

⑴  令和７年上半期の警察相談取扱状況 

 総務室長から、令和７年上半期の警察相談取扱状況について報告があ

った。 

 委員から「相談の内容によっては、対応が困難なものがあると思うが、

県民からの要望に適切に対処して欲しい」との発言があった。 

 委員から「相談の受理件数が増加していが、相談しやすい環境が整っ

ていることの表れと思う」との発言があった。 

 委員から「警察相談には親族間の悩みなど一般的な悩みも含まれると

報告を受けたが、県民の安全安心のため適切に対処願いたい」との発言

があった。 

⑵  ワークライフバランスの推進に係る幹部研修会の実施 

 警務部長から、ワークライフバランスの推進に係る幹部研修会の実施

について報告があった。 

 委員から「自分では気付かない無意識の思い込みというのは、各世代

間でも差がある。研修では具体的な気付きを得る手法も教養されたとの

ことで組織への浸透を期待したい」との発言があった。 



 

 
 

 委員から「組織で仕事をしていく上で、お互いの意識の違いを理解す

ることは重要である。幹部へのこのような研修は有意義であると思う」

との発言があった。 

 委員から「無意識の思い込みは誰もが持つものであるが、お互いに理

解をし合うための努力を続けることが大事である。この研修を通じて各

幹部に、よい気付きが得られたと思う」との発言があった。 

⑶  令和７年上半期における刑法犯認知・検挙状況 

生活安全部長及び刑事部長から、令和７年上半期における刑法犯認

知・検挙状況について報告があった。 

委員から「警察官騙りの詐欺事件につき、一般の方は簡単に騙され

てしまう人もいる非常に危険な犯罪とも言えるため、裏付け捜査を徹

底するなどしてこの種事案の根絶に努めて欲しい」との発言があった。 

 委員から「犯罪被害の情報は、あらゆる機会や媒体を通じて広報に努

め、一人でも被害に遭う方を少なくして欲しい」との発言があった。 

 委員から「凶悪犯罪のうち松山市における通り魔的殺人未遂事件や宇

和島市での殺人事件は、一県民として非常に不安を覚える犯罪であった

が、早期に検挙していただき感謝申し上げる」との発言があった。 

⑷  山岳遭難・水難事故発生状況（令和７年上半期） 

 生活安全部長から、山岳遭難・水難事故発生状況について報告があっ

た。 

 委員から「山岳救助、水難救助は救助者自身にも生命の危険が生じる

こともある。要救助者の人命救助のため懸命な救助活動をして下さって

感謝申し上げる」との発言があった。 

 委員から「登山者の中には突然体調を崩したり怪我をする方もおられ、

救助者はそのような方の最後の頼みの綱ともなるため、引き続き訓練を

積み、練度を上げていただきたい」との発言があった。 

 委員から「過去には救助活動中に亡くなった警察官もいるため、し

っかりと訓練を積まれて二次的な事故が起きないようにして欲しい」

との発言があった。 

⑸  「警備警察１日職場体験会」の開催結果 

 警備部長から、「警備警察１日職場体験会」の開催結果について報告

があった。 

 委員から「各種訓練体験も実施したとのことで、非常に有意義な体験

会になったと思う。是非来年以降も引き続き実施して欲しい」との発言

があった。 

 委員から「学生が夏休みの時期でもあって多数の参加者を得られたと

のこと。このような体験会を充実させ、採用希望者の増加に努めて欲し

い」との発言があった。 

 委員から「実際に体験会の様子を視察したが、参加者の表情は明る

く有意義な会であったと感じている。体験型の研修は、記憶にも残り

非常に効果があるため、これからも開催して欲しい」との発言があっ

た。 

 

⑹  監察案件に関する報告 



 

 
 

 警務部から、監察案件に関する報告があった。 

⑺  安全運転管理者事業所に対する特別指導の実施 

 交通部から、安全運転管理者事業所に対する特別指導の実施に関する

報告があった。 

 以 上 


